
　
唱
題
説
。
則
振
舞
爲
迂
回
而
馬
鐸
。
墨
者
退
塵
子
野
。
能
塙
然

　
不
抜
。
自
藻
黒
子
者
。
三
叉
維
鮮
。
大
堺
「
稗
販
泰
西
。
忘
其
所

　
自
。
云
々

ざ
、
こ
れ
が
反
動
的
に
國
學
を
鼓
吹
す
る
同
巧
の
墾
に
韻
つ
る
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
へ

知
る
べ
し
、
第
剛
期
は
昨
年
九
月
の
刊
行
に
係
り
勲
章
、
通
論
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

學
術
、
文
苑
、
小
説
、
難
著
、
記
事
、
通
訊
等
の
各
項
に
介
類
し

ヘ
　
　
へ

岡
識
に
新
出
三
洋
石
経
拓
本
、
楊
子
鶴
識
牛
冊
、
陶
醤
如
風
緊
寒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

鴉
撃
墜
圓
扇
両
、
莫
待
秋
嬬
赴
圖
立
幅
、
通
論
に
國
學
通
論
（
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

世
揚
君
）
、
文
墨
漁
業
（
同
君
）
、
墨
禰
に
新
青
磁
…
鰹
石
経
孜
（
章
燭

麟
君
）
、
灘
皇
（
離
塁
寳
君
）
、
昔
略
（
黄
侃
荘
）
、
詞
雷
漸
漸
（
鐘
飲

君
）
、
法
書
懸
垂
別
録
（
注
束
緒
）
、
等
見
る
。
へ
き
も
の
あ
り
、
薬
國

月
刊
計
奉
行
、
全
年
十
二
冊
郵
税
共
五
元
五
角

　
　
駒
華
　
國
建
武
第
二
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
昨
年
十
月
の
登
行
に
係
る
。
昇
平
に
清
湘
老
人
艘
奇
闘
幅
、
暢

子
鶴
諜
牛
冊
、
陣
師
曾
則
水
扇
面
、
黄
濱
虹
山
水
立
様
、
古
印
集

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

拓
、
あ
り
、
麺
論
に
新
文
學
商
模
、
学
術
に
新
講
三
罷
石
経
孜
（
章

蛎
麟
君
）
、
野
業
魚
虞
模
古
讃
考
（
面
罵
實
需
）
、
調
言
置
霧
（
鐘
歓

君
）
、
澗
禮
政
詮
（
但
細
君
）
、
羅
素
量
九
州
九
籔
説
文
（
江
東
君
）
、

　
　
　
第
九
谷
　
　
紹
　
　
　
下

心
叢
畢
（
涯
置
碁
君
）
等
あ
り
、
國
學
議
刊
の
純
戦
術
的
論
文
の
豊

富
な
る
に
は
若
か
す
一
こ
難
も
、
爾
ほ
｝
讃
の
彼
心
無
し
ミ
せ
す
。

〔
以
上
那
波
〕

　
　
醗
鞍
遭
論
理
蝦
考
古
學
研
究
報
告
　
第
八
辮

　
京
郡
帝
國
大
県
考
古
溺
敏
叢
誌
版
の
岡
學
研
究
報
告
の
第
八
冊

ε
し
て
最
近
印
行
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
牧
む
る
慮
濱
肥
教
授
、
梅

原
囑
托
合
著
の
「
近
江
國
高
島
郡
水
尾
村
の
古
墳
」
の
一
編
に
し
て

本
年
四
月
考
古
暴
敏
室
の
事
業
℃
こ
し
て
徹
底
的
調
査
を
行
へ
る
同

古
墳
に
署
す
る
一
切
の
研
究
を
録
せ
り
。
本
文
百
頁
は
記
蓮
ミ
考

謹
の
二
型
に
分
れ
て
、
前
者
は
先
づ
古
壇
の
位
置
ざ
外
罷
の
現
歌

に
筆
を
起
し
、
内
部
の
主
調
を
な
す
石
室
石
棺
よ
り
、
嚢
見
の
費

冠
、
沓
、
耳
飾
、
魚
侃
、
環
頭
太
刀
、
鹿
角
製
推
太
刀
、
岡
刀
子

其
他
の
興
味
あ
る
副
葬
晶
に
趣
い
て
豊
富
な
る
團
版
ミ
挿
圃
を
加

へ
て
精
査
に
記
載
を
な
せ
る
も
の
、
第
こ
の
甘
干
編
は
右
の
記
述

に
依
り
明
に
せ
ら
れ
た
る
事
實
に
基
き
考
古
盤
上
の
考
察
を
試
み

た
る
に
も
の
し
て
、
古
墳
の
外
形
の
復
原
、
石
室
ミ
石
棺
、
副
葬

晶
の
埋
没
歌
態
、
金
製
葺
飾
、
金
銅
製
装
身
器
、
環
頭
太
刀
、
鹿

角
製
雄
の
太
刀
刀
子
等
に
分
ち
て
論
臆
す
る
慮
あ
り
、
結
論
ミ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
一
五
七
　
（
一
五
七
）



第
九
巻
　
　
彙

報

て
、
是
等
を
一
括
し
て
本
古
境
螢
拙
7
9
の
寳
年
代
の
西
潜
五
六
紀
の

間
に
あ
る
こ
ε
・
、
内
に
示
現
せ
ら
る
・
文
化
及
び
技
衛
を
説
け

り
b
今
ま
如
上
の
記
述
を
通
賢
す
る
に
第
一
部
の
遣
物
記
載
編
に

於
い
て
、
い
た
く
座
礁
せ
る
銅
片
を
接
合
し
て
寳
冠
、
魚
楓
、
沓
等

の
珍
奇
な
る
装
身
具
を
復
原
せ
る
庭
、
鹿
角
製
刀
飾
り
の
着
装
の

原
形
を
保
て
る
る
も
の
・
紹
介
ミ
共
に
興
味
を
惹
く
の
み
な
ら
す

冗
談
編
に
あ
り
て
地
籍
圖
の
示
す
事
實
よ
り
し
て
現
形
の
丸
き
本

墳
が
も
一
こ
敵
方
後
醐
墳
な
り
し
こ
ぐ
」
を
考
定
せ
る
は
主
要
遺
物
の

性
．
賢
に
閑
す
る
研
究
の
精
彩
な
る
ミ
併
せ
見
る
慰
し
。
ま
た
遺
跡

の
年
代
観
は
考
古
首
上
の
研
究
よ
り
す
る
此
の
種
論
難
の
範
を
示

漏
る
も
の
ぐ
こ
去
ふ
も
決
し
て
過
言
に
非
ざ
る
可
し
。
本
古
墳
は
副

葬
品
の
豊
富
な
る
鮎
に
於
い
て
肥
後
の
江
m
古
墳
に
比
す
べ
し
。

從
っ
て
其
の
詳
細
な
る
紹
介
は
寮
界
に
研
究
上
の
基
準
を
與
ふ
る

も
の
、
こ
し
て
重
要
親
す
懐
き
な
り
。
今
ま
本
警
に
依
り
て
峯
費
の

忠
實
な
る
紹
介
、
こ
共
に
右
に
關
聯
せ
る
研
究
の
成
果
を
知
り
得
る

を
欣
ぶ
。
別
に
末
尾
に
金
製
耳
飾
、
環
頭
太
刀
及
鹿
角
製
装
刀
具

の
聚
成
圖
及
｝
魔
表
を
附
ず
。
本
丈
の
遼
物
研
究
・
こ
併
せ
見
る
べ

き
も
の
な
り
。
（
岩
波
書
店
獲
貰
五
・
○
○
）
〔
梅
原
〕

第
　
　
號
　
　
　
一
玉
入
　
（
U
五
入
）

彙

報

　
　
⑯
鯨
肉
飾
糊
蹴
史
紙
製
研
究
族
行

　
昨
年
価
三
日
同
仕
四
口
の
購
日
を
利
用
し
て
、
三
浦
教
授
中
村

講
師
及
び
天
沼
工
墨
部
教
授
の
指
，
導
の
下
に
古
文
書
記
録
建
築
彫

刻
等
の
下
地
研
究
の
爲
め
、
河
内
金
剛
寺
及
び
観
心
寺
に
族
行
を

企
つ
。
一
行
十
一
名
、
壮
三
口
午
前
八
隠
四
十
分
京
都
騨
を
嚢
し
、

大
阪
を
経
て
脳
脱
時
過
長
野
若
、
五
十
晦
を
徒
歩
し
て
先
づ
眞
言

宗
御
室
派
の
互
刹
に
し
て
南
朝
史
に
名
高
き
天
野
山
金
剛
寺
に
到

る
。
住
職
曾
我
部
俊
雄
師
の
好
意
に
よ
っ
て
観
義
院
跡
に
塘
築
せ

ら
れ
し
饗
殿
に
於
て
頼
朝
の
絃
歌
、
楠
木
氏
文
書
、
無
終
浮
壁
の

訴
訟
書
類
、
信
長
秀
吉
家
康
等
の
丈
書
等
数
百
鮎
を
仔
細
に
閲
覧

し
た
り
し
か
、
就
中
南
朝
の
震
翰
、
楠
氏
三
代
の
筆
蹟
は
云
は
す

も
あ
れ
、
秀
吉
の
書
歌
に
見
ゆ
る
灰
汁
を
λ
れ
ざ
る
沼
枕
望
の
文

句
、
縄
憲
上
入
の
爲
経
、
筆
録
等
の
諺
語
に
見
ゆ
る
建
武
正
李
間

の
雪
片
的
U
記
等
は
特
に
興
喋
深
く
、
夜
に
至
O
て
箪
思
す
る
者

多
か
り
き
。


